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超高分解能・超高感度電子分光器

エネルギー分解能、装置感度、装置サイズ等のトレードオフ
条件を同時に満足する、電子分光器の次世代技術

電子分光は、光や電子等のエネルギー線を物質に照射して外に
飛び出してきた電子のエネルギー分析を行うことにより、物質の電子
構造を調べる手法である。電子エネルギーの大きさに依存して、飛
行時間型や静電偏向型等の各種電子分光器が用いられているが、
得られるエネルギー分解能には現状、限界がある。
本技術は、まったく新しい計測原理に基づく、比較的小型サイズ

の電子分光器である。その最大の特徴は、装置高感度を維持しつ
つ、エネルギー線の種類や電子エネルギーの大きさを問わず、世界に
群を抜く超高分解能での測定を可能とすることである。

概要

東北大学技術紹介

お問い合わせ

株式会社東北テクノアーチ
TEL ０２２－２２２－３０４９ お問い合わせフォームはこちら

実施例

応用分野

装置の基本構成

シミュレーション結果
現状の静電偏向型(黒)と比
較して、本技術(赤)は約30
倍のエネルギー分解能
(E/E≈9000)を与える。

更なる高分解能もオンデマン
ドで実現可能である。
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 素材・化学メーカー：分子軌道イメージングによる触媒反応や新素材の評価
 半導体デバイス：誘電関数の精密測定に基づく次世代材料の電子状態解析
 受託分析・研究機関：ラボラトリー放射光吸収分光や中性子コンプトン散乱

の代替

https://www.t-technoarch.co.jp/contact.html?anken=T20-2977
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